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言

人
若
し
景
気
理
論
或
は
貨
幣
的
景
気
理
論
の
領
域
を
瞥
見
す
れ
ば
、
そ
の
飴
り
に
揮
沌
た
る
に
今
夏
一
驚
ぞ
喫

す
る
で
め
ら
う
。
そ
こ
に
は
容
易
に
蹄
趨
を
窺
は
し
め
，
さ
る
程
多
〈
の
異
設
が
群
り
集
っ
て
ゐ
石
か
ら
。
然
し
理

論
の
外
貌
仁
囚
は
れ
る
こ
と
な
〈
、
そ
の
根
底
を
貫
〈
基
本
思
想
を
探
る
'
と
き
、
景
気
現
象
が
根
本
的
に
は
資
本

の
集
積
と
破
壊
、
い
は
Y
資
本
の
周
期
運
動
に
基
〈
と
な
す
賄
に
漸
く
共
通
的
傾
向
窺
は
れ
、
た

J7」
の
費
本
の

周
期
運
動
を
種
冷
の
立
場
よ
り
眺
め
る
に
よ
っ
て
、
異
れ
る
理
論
が
行
は
れ
る
に
過
ぎ
a

さ
る
こ
と
を
看
取
し
得
ゃ

う
。
殊
に
最
近
に
於
て
は
景
気
捧
動
の
原
因
を
、
貯
蓄
と
投
資
の
均
衡
闘
係
を
揖
観
し
て
費
本
が
形
成
せ
ら
れ
る

と
こ
ろ
に
求
め
ん
と
し
、
従
っ
て
研
究
の
標
的
を
専
ら
貯
蓄
投
資
の
闘
係
に
集
中
す
る
撃
説
が
多
い
か
に
見
え

る
。
も
と
よ
り
貯
蓄
投
資
の
関
係
は
既
に
古
〈
ミ

Y
(」

(Jl 

亘
一
円
)
に
よ
り
問
題
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
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、
山
戸
に
よ
れ
ば
、

「
恐
慌
(
の
愛
さ
を
見
守
に
数
年
頼
過
す
る
左
V

能
り
に
多
く
の
附
加
資
本
が
集
積
せ
ら
れ
る
の

で
、
最
早
や
そ
れ
を
投
資
し
て
色
、

而
し
て
「
組

て
の
安
全
な
利
潤
率
の
低
下
は
、

い
つ
も
の
資
本
利
潤
を
獲
得
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
」
。

、、

如
何
な
る
計
査
で
色
よ
り
多
〈
の
資
本
利
潤
の
見
込
が
持
捕
す
る
限
り
、

偲
戸、
fJ 

損
失
(
資
本
貞
夫
I

筆
者
註
)
の
危
険
が
め
ら
う
と
色
、
喜
ん
で
そ
の
許
主
に
人
々
の
耳
を
傾
け
し
め
る
」
。
そ
れ
に
績
い

L 、'2)て
。投

機
が
起

こ
れ
は
そ
の
後
に
来
る
激
し
き
恐
慌

E
結
合
し
て
多
額
の
資
本
ぞ
破
壊
に
革
か
中
に
は
お
か
な

彼
に
於
て
は
投
資
は
常
に
貯
蓄
に
迫
随
す
る
も
の
で
あ
り
、

若
し
経
済
吐
舎
に
何
等
か
の
撹
飢
が
生
じ
た
と

す
れ
ば
、

そ
れ
は
有
利
な
投
資
を
見
出
す
こ
と
が
困
難
と
な
る
程
、

位
り
に
迅
速
に
貯
蓄
が
集
積
せ
ら
れ
た
に
基

〈
二
也

3
2
つ
日
!
と
l
u
通
つ
-
る
o

v
M
U
4
1
一
J

、tl
l

μ

1

q

叶

佐
「
ノ
て
し
肉
仇
町
村
恐
荒
乃
技
底
こ

f
、県日
L
わ
'
叩
ら
什
L

て
む
る
交
丘
一
刀
J

金
一
ど
長
引
凡
て
む

/
イ
ザ
一

l
f
i
d
-
L
4
l
i
-
-引

i
J
J
H
u
t
-
-
t
i
i
J
A
j
t

る
結
来
、
貯
蓄
の
不
常
な
方
面
に
怪
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
宜
が
存
在
し
て
ゐ
る
と
推
想
せ
ら
れ
る
。
現
代

の
経
済
皐
者
が
貯
蓄
投
資
の
関
係
に
就
き
、

ミ
グ
の
所
論
よ
り
も
蓮
か
に
精
離
な
準
設
を
展
開
し
て
ゐ
る
こ
と
は

知
ら
る
〉
如
〈
で
あ
る
。

ケ
イ
ン
ズ

問
。
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「
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間

G
Z
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ロ
バ

l
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y
ン

』
イ
エ
ク
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等
も
貯
蓄
投
資
の
閥
係
を
、
景
気
現
象
の
閣
内
論
的
遺
跡
の

上
か
ら
極
め
て
重
秘
し
て
ゐ
る
つ
尤
-S
各
撃
者
に
よ
っ
て
貯
蓄
投
資
の
概
念
は
必
や
し
も
一
様
な
ら
や
、
叉
そ
の

強
調
せ
ら
れ
る
勤
も
異
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
改
め
て
い
ふ
ま
で
も
な
い
R

註

シ

斗

ピ

1
ト
ホ
フ
は
周
知
り
如
〈
、
景
気
竣
動
に
閥
し
貨
幣
的
凶
子
を
重
視
せ
ず
、
車
に
第
二
次
的
意
義
を
認
め
る
に
過
ぎ
ず
、
主
と
し
て
財

貨
側
よ
り
説
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
c

彼
に
従
へ
ば
、
牧
盆
刑
期
(
}
山
ユ
E四
国
四
回
目
内
「

)
k
間
接
消
費
財
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t
p
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4
m同
rE=nru官
官
)
の
生
産

(
以
下
簡
単
の
然
的
両
者
を
併
せ
て
投
資
則
と
稀
す
)
と
骨
利
資
本
の
形
成
(
所
認
貯
蓄
)
と
は
全
〈
別
倒
の
作
用
で
あ
る
。
旬
ち
一
方
、
貯
蓄
は
投
資

ロ
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財
の
生
産
と
は
和
一
蹴
係
に
行
は
れ
る
と
共
に
、
他
方
、
こ
れ
ら
財
貨
の
生
産
は
資
本
形
成
の
大
い
き
と
資
本
投
下
へ
の
傾
向
に
つ
い
て
像
り
接
続
な

見
透
し
を
持
た
ざ
る
企
業
家
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
。
而
し
て
貯
蓄
と
投
資
。
悶
に
不
均
衡
が
生
ず
る
の
は
、
主
止
し
て
技
者
中
白
務
化
に
慕
〈
の
で

あ
る
。
好
況
の
初
期
に
於
て
投
資
量
は
日
利
潤
の
見
込
に
よ
り
刺
戟
せ
ら
れ
て
棺
加
す
る
。
常
初
に
於
て
は
新
投
費
財
を
昨
竹
田
拐
に
頁
入
れ
符
号
巨
額

の
貯
蓄
が
存
布
す
る
。
従
っ
て
投
資

M
D
倒
絡
は
騰
貴
す
る
。
と
の
こ
と
は
投
禿
則
生
産
に
充
て
ら
る
べ
き
笑
源
の
誠
れ
を
哨
加
せ
し
め
る
。
然
る

に
時
の
経
過
に
作
ひ
て
投
資
は
出
蓄
以
上
に
相
川
し
、
恐
慌
の
際
問
を
形
ち
づ
く
る
に
五
る
。
投
資
財
の
泊
剰
生
産
ー

l
I
4
れ
は
必
然
的
に
前
費
財

の
過
少
生
産
在
意
味
す
る
も
り
で
あ
る
が
1
lー
か
ら
恐
慌
が
起
る
と
結
論
さ
れ

ι。
シ
ユ
ピ

1
ト
ホ
フ
と
阿
殺
な
立
揚
か
ら
出
円
以
し
て
、
市
も
会
〈

認
め
新
前
に
引
出
し
た
の

U
ケ
イ
シ

r
m
r
あ
一
品
。
ウ
ィ
ン

J
A
U
対
件
的
川
町
飢
な
く
と

h
、
zh付
刊
に
校
内
は
祈
L
、
他
に
多
:
の
住
背
山

t
川
ふ
こ
と
な
き

以
れ
る
待
相
剛
の
劃
棋
に
よ
J
J

て
が
一
戦
さ
れ
昌
二
都
め
人
々
に
よ
っ
マ
、
品
目
せ

ιれ
る
の
で
あ
る
か
、
h
、
同
止
引
の
均
術
は
恥
保
せ
ら
れ
1
4

と
寸
る
叫
に
山
町

て
シ
ユ
ピ

l
ト
ホ
フ
ル
」
同
様
で
あ
る
。
然
し
彼
に
於
て
は
恐
慌
の
基
本
原
伺
は
シ
ユ
ピ

l
ト
ホ
フ
の
い
へ
る
如
く
貯
蓄
の
相
針
的
不
足
で
は
な
〈

τ

反
謝
に
貯
蓄
が
投
資
に
比
し
相
封
的
に
過
大
な
る
に
あ
る
の
で
、
こ
の
場
合
一
般
物
債
水
準
は
低
下
す
る
と
見
る
。

こ
れ
に
反
し
貯
蓄
投
資
の
不
均
衡
は
非
貨
幣
的
原
因
よ
り
は
起
、
b
な
い
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
ロ
バ

1
ト
ソ
シ
は
ケ
イ
ン
ズ
の
思
訟
を
批
評
し
亡

い
ふ
。
貯
蓄
が
投
資
を
超
過
す
る
結
果
、
純
生
産
物
の
債
格
が
吋
下
落
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
下
落
は
何
人
か
の
退
燕
1

公
衆
恥
、
消
費
財
四
生
産

戸。

者
か
、
有
償
諮
券
業
者
か
等
々
1

に
蹄
せ
ら
る
べ
奇
で
あ
る
と
。

貯
蓄
投
資
の
関
係
を
目
標
と
す
る
研
究
が
、

あ
ら
ゆ
る
経
済
活
動
の
動
機
色
な
る
べ
き
利
潤
迫
求
の
念
を
正
賞

に
認
め
、

枇
命
日
心
理
の
作
用
を
巧
に
取
入
れ
、

複
雑
な
る
景
気
現
象
閏
明
の
上
に
輿
へ
し
功
績
は
設
却
し
得
な
い

唯
一
の
鍵
で
は
め
h
得
な
い
。

で
あ
ら
う
が
、

そ
れ
は
問
題
解
決
の

従
っ
て
貯
蓄

〉

3

1

5
、

，

=

〉

〉

-

、

/σ
寺
カ
カ
h
，J
7

h

一

3
1
/
4
-
t

と
投
資
、

貨
幣
的
貯
轄
と
投
資
と
が
数
量
的
に
均
衡
闘
係
を
維
持
し
て
ゐ
き
へ
す
れ
ば
、

景
気
器
使
動
は
完
全
に
斐

除
せ
ら
れ
得
ぺ
し
と
即
断
す
る
こ
と
到
底
許
き
れ
ぬ
。

而
も
貯
蓄
投
資
が
果
し
て
如
何
な
る
意
義
を
も
つ
か
も
宋

だ
必
や
し
も
充
分
に
明
瞭
で
は
な
い
。

我
ム
干
は
い
ま
一
歩
問
題
を
深
〈
堀
ア
げ
、

貯
蓄
投
資
の
根
底
に
あ
る
資
本

の
部
面
に
視
角
を
向
け
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
。

こ
の
要
求
に
臆
や
る
篤
に
は
資
本
維
持
、

卸
ち
総
て
の
所
得
の
み
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が
消
費
せ
ら
れ
、
従
っ
て
積
極
的
貯
蓄
も
消
極
的
貯
蓄
も
行
は
れ
や
、
た
ゴ
資
本
を
維
持
す
る
に
足
る
費
本
財
が

必
要
量
だ
け
生
産
せ
ら
れ
て
ゐ
る
σ

い
は
ず
資
本
の
中
立
状
態
を
想
定
し
、

そ
こ
に
如
何
に
特
異
な
現
象
が
後
生

す
る
か
を
冷
静
に
眺
め
る
必
要
が
あ
る
。
我
ん
干
は
資
本
維
持
の
意
義
及
び
資
本
維
持
の
侍
に
必
要
な
る
燦
件
、
資

本
維
持
と
金
融
統
制
と
の
交
渉
唯
一
す
の
諸
問
題
を
順
突
吟
味
し
て
見
ゃ
う
3

ニ
、
資
本
維
持
の
意
義

、，、
i
f
-
-
-
ド

J

・
、
1
1

‘
、
i

・、ァ
j

y

J

J

，、
J

、》九、

芸
斗
力
側
細
川
小
'
で
ら
れ
る
と
L

J
場
合
い
か

;
4
1
J
t叩
わ
し

側
ん
干
の
比
一
惜
的
資
本
財
?
意
味
し
て
ゐ
る
ち
の
で
は

-

h

、
コ

デ

L-'匂

E
L
t
，i

〉
二

h
1
E
t司
〉

t
、Ri
a
-

了
日
叶
白
川

7
L
!
3
H
μ

品、1
て

って、

t
ド

L
t刻，

P
二
主
化
一
7

官
U
相
土
士
官
ロ
ド

2
j
v
L
J
'正
/
t
l

七
ヘ
ト
ド
，
f
J
J

抗
司

r
'
t時
比

ヰ

寸

メ

J
h
'
M
二
月
j
f
l
v

二
4
J

野
市!TI
<t' 
121 
ノ工，
マサー

':J 

L 

会
〈
同
様
で
あ
る
o

且
一
時
的
に
考
察
す
れ
ば
多
く
の
資
本
財
は
、
多
か
れ
少
か
れ
限
ら
れ
に
る
用
途
に
向
げ
ら
れ

一
般
的
に
見
れ
ば
資
本
財
が
物
債
の
襲
動
、
そ
の
他
、
科
撃
上
の
新
殺
明
、
消
費
者
需
要

の
麺
化
、
生
産
要
素
の
襲
化
等
の
興
件
の
越
化
に
従
ひ
で
、
他
の
資
本
財
の
形
を
と
る
こ
と
に
よ
り
品
質
動
す
る
こ
と

特
殊
化
し
て
ゐ
る
が
、

は
、
土
地
、
努
働
の
如
き
生
産
要
素
と
根
本
的
に
具
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
資
本
財
白
檀
の
維
持
は
到
底
考
へ
斜

ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
事
賀
は
肢
に
リ
カ
ア
ド
オ
に
よ
っ
て
明
瞭
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
資
本
L」

は
資
本
財
白
瞳
か
ら
遊
離
せ
ら
れ
た
資
本
財
の
債
値
、
或
は
資
本
貨
幣
制
'
伊
血
芯
味
す
る
も
の
と
解
す
.
べ
き
で
あ
る
。

z-

資
本
を
か
〈
の
如
〈
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
始
め
て
資
本
維
持
は
問
題
と
し
て
取
上
げ
符
ら
れ
る
o

註

リ
カ
ア
ド
オ
は
い
ふ
。
某
礎
奥
件
白
川
変
化
は
「
側
々
の
読
本
財
が
従
来
充
て
ら
れ
て
ゐ
た
利
用
の
性
質
を
著
し
〈
礎
化
せ
し
め
る
」
と
。

資
本
維
持
と
金
融
統
制

第
四
十
三
巻

第
プ言
輩記

八
五

八
四
七

A.C. Mactie: Theories of th.e Trn.d4= Cyd=1円34，p. 125配
The \\~orks of David Ric<l.rdo， ed. b:;， -T. R. -Mcciuloch， 1881， p. 160 
6) 
1) 



資
本
維
持
と
金
融
統
制

第
四
十
三
巻

第
六
競

へ
凶
凡

八
六

ピ
グ
ー
も
い
ふ
。
「
若
し
或
る
種
の
生
産
物
に
到
す
る
需
刊
に
が
減
少
し
、
そ
の
結
果
従
来
首
級
生
産
物
の
生
産
に
使
川
せ
、
b
れ
て
ゐ
た
或
る
機
械
(
資

本
財
!
筆
者
註
)
が
肢
棄
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
段
楽
機
械
の
最
も
生
産
的
な
利
川
は
、
そ
の
機
械
を
叫
時
需
要
の
帯
、
近
し
で
む
L
財
貨
を
生

産
す
る
産
業
に
向
は
し
め
る
こ
と
に
あ
る
で
あ
ら
う
つ

a

こ
の
斑
向
は
そ
の
形
態
を
凌
化
ナ
る
も
、
そ
れ
が
常
に
い
は
い
ゐ
利
潤
と
い
ふ
太
似
の
川

り
輝
〈
形
態
に
引
寄
せ
、
b
れ
る
性
質
の
故
に
、
そ
の
量
を
維
持
し
得
る
と
考
へ
ら
れ
る
資
本
の
概
九
一
山
心
巾
に
見
出
さ
似
得
る
」
と
。

更
に
十
イ
ト
も
い
ふ
。
「
経
済
生
活
は
鑓
到
の
起
る
枇
合
に
於
て
位
向
日
日
空
る
L

も
の
で
あ
り
、
そ
の
時
四
加
は
そ
れ
が
起
る
以
前
に
多
少
正
確
に
、
或
は

早
〈
或
は
遅
く
珠
洲
せ
ら
札
る
こ
と
も
あ
る
が
、
大
部
分
は
態
見
せ
ら
れ
ね
も
の
で
あ
る
。
従
一
~
て
資
本
を
一
部
門
よ
り
他
部
門
に
移
押
さ
す
こ
と

の
可
絡
な
る
状
活
げ
れ
侃
有
ず
る
司
は
J
U
R
析
に
な
こ
と
で
あ
る
。
げ
hw
ど
も
は
八
位
仰
に
泣
い
ぽ
多
〈
円
台
が
は
定
多
少
と
も
特
凍
な
川
沿
に
刈
け
ら
叫

専
門
仕
し
と
ゐ
乙
c

加
し
)
般
的
に
い
へ
ば
川
市
し
以
到
の
川
役
引
仙
沼
川
が
知
白
け
れ
ば
、
投
拾
を
他
刀
州
に
M
U
向
け
る
日
出
心
肢
を
人
町
な
ら
し
め

る
。
悲
し
喬
木
刷
用
の
減
債
償
却
金
E
H
A
時
世
め
資
本
財
に
投
下
す
る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
c

然
ら
ば
資
本
維
持
と
は
如
何
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
。

ワ
戸
一
フ
ス

( ....， 

ヨピ
-g)
は
い
ふ
。
所
伴
の
消
費
を

超
過
す
る
部
分
が
資
本
財
の
減
債
償
却
並
に
保
険
料
(
一
・
2
5
z
g
m
E
2門
巾
ご
ピ
戸
弓
E
B
L
2
2
Z
E
H
q町
田

1
n
g
)

の
合
計
額
よ
り
小
な
れ
ば
、
資
本
の
一
部
は
消
耗
せ
ら
れ
、

所
得
的
消
費
を
超
過
す
る
部
分
が
資
本
尉
の
減
債
償

却
並
に
保
険
料
よ
り
大
な
れ
ば
、
本
来
の
意
味
の
貯
蓄
が
殺
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
然
る
に
所
得
の
超
過
部
分
が
資

本
財
の
減
債
償
却
並
に
保
険
料
の
合
計
額
と
正
に
同
額
な
る
場
合
に
は
肱
存
資
本
は
不
穣
に
維
持
せ
ら
れ
る

h
o

資
本
の
維
持
、

増
加
及
び
減
少
の
場
合
を
一
謄
か
く
の
如
〈
想
定
す
る
こ
左
は
可
能
で
あ
り
、

或
は
少
〈
と
も
概

念
的
に
は
明
瞭
な
る
か
に
見
え
る
。
然
し
動
想
的
'
に
資
本
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
所
件
、

従
っ
て
ま
た
貯
蓄
を
規
定

す
る
矯
に
は
、

枇
命
日
線
生
産
物
の
中
、
資
本
を
維
持
す
る
に
必
要
な
る
部
分
ぞ
先
づ
控
除
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

減
債
を
補
償
す
る
に
必
要
な
資
本
財
を
顧
慮
し
て
後
、
果
し
て
貨
物
資
本
財
に
幾
何
加
へ
ら
れ
た
か
を
決
定
せ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

か
く
の
如
〈
に
し
て
規
定
せ
ら
れ
た
所
得
は
い
は
Y
純
所
得
で
め
る
c

こ
の
組
て
の
所
得
の
み

A. C. Pigou:“Net Income :md Capital Depletion日F:conomicJOi.1rnal， X935， 
p. 239 
F. H. Knight:“Capital， Time and the Interest R2.U~， " 
p. 270. 
].. Walras 

Economic:l， ]l934， 

249.-50 l-!:le:ments d'Economie Politique Pur.e， [926， p 
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が
消
費
せ
ら
れ
て
ゐ
る
場
合
に
は
、

積
極
的
貯
蓄
も
消
極
的
貯
蓄
も
起
ら
や
、

而
も
資
本
財
が
資
本
ぞ
維
持
す
る

に
必
要
な
る
量
及
び
構
造
に
於
て
生
産
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
資
本
維
持
叉
は
資
本
が
中
立
性
を
兵
へ
で
ゐ
る
と
い
ふ

は
正
に
か
〉
る
場
合
を
指
す
の
で
あ
る
。

刊
し
て
奥
件
に
持
型
化
な
き
静
止
的
経
漕
枇
舎
に
於
て
は
、
資
本
維
持
は

一
定
の
生
産
物
を
生
産
す
る
魚
に
資
本
を
常
数
的
に
保
持
す
る
こ
と
〉
同
義
語
で
あ
る
が
、

奥
件
の
一
鍾
化
す
ろ
後

展
的
世
舎
に
於
て
資
本
維
持
は
必
や
し
も
そ
の
常
数
確
保
を
意
味
せ
や
、

寧
ろ
何
等
か
の
種
動
が
橡
想
せ
色
れ
し

と
き
ょ
h
ノ
所
得
佐
不
時
慨
に
維
持
し
得
る
知
〈
資
本
額
子
礎
化
せ
し
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
o

庄一一

対
長
崎
戎
ほ
放
出
が
殺
生
す
る
で
あ
ら
う
か
ら
。

蓋
し
然
ら
.
ぎ
れ
ば
資

本
維
持
の
目
崎
ば
達
ぜ
ら
れ
今
、

資
本
純
打
は
経
出
日
経
済
措
乃
去
命
計
四
日
中
守
の
屯
盟
問
沼
と
し
ど
収
恨
同
れ
、
的
叫
に
と
札
に
附

t
M川
々
め
見
が
が
行
M
1
い
で
か

ιコ
れ
λ

円
単
討

は
そ
れ
ん
¥
特
異
性
を
具
へ
て
ゐ
る
が
、
い
ま
某
本
思
想
に
よ
り
矧
別
す
れ
ば
し
名
目
的
資
本
維
持
説
と
資
質
的
資
本
維
持
読
の
二
つ
に
ナ
品
こ
主

が
由
来
宇
号
。
前
者
に
於
て
は
資
本
の
原
貨
幣
数
量
の
紘
持
、
却
ち
禿
本
由
貿
融
市
計
数
的
維
持
が
必
要
と
せ
ら
れ
、
後
者
に
於
て
は
同
一
数
量
の
財

貨
を
貿
質
的
に
支
即
す
る
に
足
る
貨
幣
額
の
維
持
が
要
求
せ
ら
れ
針
。
従
っ
て
前
者
に
て
は
物
侵
水
準
又
は
生
産
力
の
愛
劫
は
禿
本
維
持
に
は
何
等

の
閥
係
を
有
せ
ぎ
る
も
、
後
者
に
て
は
物
償
水
準
又
は
生
産
力
の
務
化
が
、
維
持
せ
ら
る
べ
き
資
本
額
を
鑓
化
せ
し
め
る
こ
と
L
な
る
。
特
に
シ
ュ
ミ

ッ
ト
に
於
て
は
資
本
株
持
に
闘
し
、
企
業
の
相
針
的
債
値
維
持
(
問
民
所
得
と
財
貨
設
と
の
湖
係
に
よ
り
制
約
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
怠
味
に
於
で
)
の
原

則
、
印
ち
企
業
の
経
済
枇
曾
に
於
け
る
平
均
債
依
並
に
手
均
生
点
力
の
比
例
的
保
持
が
強
制
せ
ら
れ
、
物
債
の
建
到
、
生
滑
力
の
同
型
化
が
噸
直
せ
、
b

れ
て
ゐ
針
。
然
し
紐
替
経
済
事
乃
至
曾
計
事
に
於
て
問
題
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
資
本
維
持
は
、
所
得
の
不
鑓
に
関
聯
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
こ
り
意

味
に
於
て
不
境
白
所
得
と
結
び
つ
け
て
考
察
せ
ん
と
す
る
夜
々
の
資
本
維
持
問
題
と
は
性
質
を
具
に
す
る
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
も
こ

L

に
所
謂
、
資
本
』
は
総
て
の
脊
本
財
及
び
努
働
力
の
購
入
に
用
ひ
ら
れ
る
貨
幣
資
本
(
の
己
仏
宮
市
町
立
)
、
又
は
マ
ク
ル
ず
の
い
ふ
資
本
り
支
配
力

a
 

(
開
岳
山
門
戸
E
f
唱。Z
E
Cロ
)
を
意
味
し
、
我
々
の
規
定
せ
る
禿
本
概
念
と
同
じ
で
な
い
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
o

術
師
粧
品
H

絞
沸
畢
又
は
合
計
事
上
自

資
本
維
持
に
闘
す
る
諸
島
平
誌
に
就
い
て
は
、
中
同
寅
雄
氏
前
掲
吾
、
一
六
九
1
二
O
コ
頁
、
太
田
折
口
三
氏
「
時
論
合
計
餌
究
」
昭
和
六
年
、
四
五
六

』
』
目
旬
室冒

資
本
維
持
と
金
融
統
制

第
四
十
一
一
五
官

八
四
九

第
六
披

八
七

:F. A. Hayek “Th.e Mainten::1nce of C主pital"， Ec.onomica~ 1935， p. 244・
中間寅椴氏 料右手費用論，昭和l十~-~F 一四七一入頁。
1':. Sc~midt: Die organische Tage:;;wcrl:bil;"，nz， 3-Au.fl.， 1929J' S. J27， 133 
山下勝治氏諌シュミット有機観謝!照表事説;昭和九年，二六五一一六頁，二七七頁o
F. Machlup: Bor::;enkredit

7 
Industriel口εーlitllnd Kapiblbildnng， 1931， S. 11町.
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資
本
維
持
と
金
融
統
制

第
四
十
三
巻

八
五

O

第
六
銑

" 
" 

六
頁
参
岡
山
。

ナ
イ
ト

(
間
・
二
穴
E
m
Z
)
に
従
へ
ば
資
本
は
元
来
概
念
的
に
永
久
性
伝
具
へ
る
も
の
で
あ
る
。

後
展
的
一
耽
人
前
H

に
於
て
「
若
し
倒
ι
干
の
資
本
財
が
減
損
又
は
何
等
か
の
理
由
か
ら
牧
盆
を
賢
す
こ
と
を
止
む
る
に
至
る
揚
A
口
、
同

一
枚
盆
力
を
有
せ
る
他
の
査
本
財
?
と
取
替
へ
る
こ
と
は
、

一円
J

め
技
術
的
出
来
事
官
庁
岳

E
Z四
一
門
戸
一
号
訂
ニ
)
と

む
ご
口
口
C

口百目白門口問

z
m
p
H
U
E
q
)
が
令
閥
、
と
し
て
維
持
日
明
一

者
倣
き
る
べ
京
一
で
J

め
る
。
別
利
独
特
能
力
封

(
4
5
H
d
円一同町

ら
れ
て
ゐ
る
か
、
増
加
す
る
か
が
重
要
な
の
で
め
っ
て
L
、
質
際
的
に
も
一
日
一
投
下
ヤ
ら
れ
た
資
本
は
永
久
性
ケ
共

σ
 

へ
る
も
の
と
認
め
ら
る
べ
し
と
す
る
。
尤
も
ナ
イ
ト
自
ら
或
る
場
合
に
於
て
明
瞭
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ね
最
も
重

要
な
事
貨
は
、
資
本
維
持
の
性
質
で
あ
る
と
述
べ
て
ゐ
る
が
、
，
こ
れ
に
次
い
で
嘗
然
期
待
せ
ら
れ
る
問
題
、

M 
ち

資
本
は
如
何
に
し
て
、
ま
に
何
故
に
維
持
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
を
吟
味
し
ゃ
う
と
は
試
み
や
、
た
ヅ
我
ム
可

に
蛭
梼
原
則
L
L
無
闘
係
に
自
ら
維
持
す
る
不
思
議
な
貫
瞳
と
し
て
の
資
本
の
概
念
を
典
へ
る
に
過
ぎ
な
い
Q

か
く
の
如
〈
資
本
を
解
し
て
永
久
性
金
具
へ
る
も
の
と
な
す
こ
と
、
自
ら
単
に
技
術
的
に
維
持
し
得
る
貨
幣
額

と
看
倣
す
こ
左
、
従
っ
て
そ
れ
が
一
度
び
存
立
す
る
に
至
り
し
以
上
、
資
本
営
再
生
産
す
る
必
要
は
何
等
経
時
事

的
問
題
そ
惹
起
せ
?
と
見
る
こ
と
は
呆
し
て
妥
蛍
で
あ
ら
う
か
。
惟
ふ
に
元
来
資
本
に
闘
聯
し
て
論
ぜ
ら
れ
る
総

て
の
問
題
は
費
本
財
が
非
永
久
的
で
あ
り
、
経
梼
原
則
に
従
ひ
て
迫
骨
回
に
償
却
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ

事
貨
か
ら
殺
生
す
る
。
印
ち
非
永
久
的
な
資
本
財
が
生
産
過
程
に
於
て
消
耗
す
る
場
合
、
同
一
所
科
が
艦
績
的
に

要
求
せ
ら
れ
る
限
り
、
そ
の
消
耗
せ
し
財
貨
そ
他
の
も
の
と
取
替
へ
る
べ
き
準
備
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
中
、
そ
の

o
 
c
 

rz t
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s
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v
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結
呆
、
純
生
産
物
の
一
部
分
が
消
耗
財
貨
の
再
生
産
に
充
営
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
人
が
永
久
に
同
一

所
得
を
獲
得
ぜ
ん
と
の
意
同
の
下
に
き
う
す
る
こ
と
が
、
資
本
自
瞳
の
永
久
性
を
意
味
す
る
と
は
到
底
考
へ
得
ら

れ
ぬ
。
そ
れ
は
要
求
と
事
責
と
の
混
同
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
非
永
久
的
な
資
本
財
を
成
分
と
す
る
資
本
が

何
等
か
永
久
性
宇
佐
具
へ
て
ゐ
る
と
、
人
の
決
意
か
ら
遊
離
し
て
推
想
す
る
こ
と
は
粧
稗
皐
的
に
は
無
意
味
な
り
と

い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

ナ
イ
ト
の
主
張
す
る
資
本
の
氷
久
性
一
か
到
底
抗
川
さ
る
ぺ
き
で
な
い
こ
と
は
明
か
と
な
っ
た
。

然
し
何
故
に
資
本

維
持
ほ
担
ま
し
い
の
で
あ
る
い
y
。
倒
。
の
資
本
家
が
資
本
-Y
維
持
ナ
」
ん
と
す
る
要
求
は
、

い
ふ
ま
で
も
な
〈
ぞ
れ

j
-
F
G句
|

[

f

l

J

)

)

正

也

、

E
〉

之

L
4
t
t
r
t
h
〉

9
-
z
r
t
、
寸
一
矧
」

1
L迂
h
F
ノ

-
-
F」
L
V
く
主
一
h

九

ph
と
目
玉

l
際

t
E
E
N
d
-止
、
り
川

γ
ソ
く
唱
4dfR44トトト'
l

司
利
レ
ド
ト
'
h
J
:
J
V
d
f
f
f
7
1
L
上
。
ノ
l
l
k円
，

T
i
d
f
こ

〆

:

荒

川

河

の
故
に
の
み
、
要
望
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
色
特
に
資
本
の
大
い
き
に
闘
心
の
向
け
ら

れ
る
の
は
、
そ
の
絶
封
的
大
い
さ
を
知
ら
ん
と
す
る
の
で
は
な
〈
て
、
安
本
の
大
い
き
の
棲
動
は
他
の
事
情
に
し

て
同
一
な
る
限
り
、
資
本
よ
り
獲
科
し
侍
る
と
期
待
せ
ら
れ
る
所
得
費
動
の
原
因
で
あ
り
、
従
っ
て
資
本
の
各
襲

動
は
所
得
費
動
の
徴
候
を
な
す
も
の
と
考
へ
得
ら
る
〉
に
基
く
の
で
あ
る
。
我
み
が
資
本
を
特
殊
な
方
法
で
取
扱

は
ん
と
す
る
理
由
は
、
資
本
か
ら
所
得
を
得
る
人
。
が
、
若
し
所
得
ぞ
現
在
の
水
準
に
安
定
せ
し
め
ん
と
欲
す
れ

ば
、
営
然
取
除
き
保
存
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
部
分
を
、
不
知
不
誠
の
中
に
費
ひ
果
し
て
し
ま
ふ
こ
と
を
避
け

ん
と
す
る
に
あ
る
。
も
と
よ
り
総
て
の
人
が
彼
の
資
本
か
ら
不
壌
の
所
得
の
流
れ
を
狙
っ
て
ゐ
る
と
想
定
す
る
こ

と
は
妥
営
で
は
な
い
で
あ
ら
う
が
、
こ
の
場
合
が
特
に
興
味
あ
る
も
の
〉
一
つ
な
る
こ
と
は
認
め
ら
る
べ
き
で
あ

資
本
維
持
止
金
融
統
制

第
四
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一
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第
四
十
=
一
巻

f'-
五

第
六
競

禿
本
維
持
と
金
融
統
制

註=一

ら
う
。
査
本
家
が
何
等
か
他
の
所
得
の
流
れ
を
追
求
す
る
際
に
於
て
も
問
題
は
依
然
同
じ
で
あ
る
。
不
離
健
所
得
の

場
合
は
他
の
場
合
の
比
較
せ
ら
る
べ
き
標
準
と
し
て
者
倣

3
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
ぞ
れ
と
共
に
資
本
維
持
に
特
に

九
O 

興
味
の
牽
か
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
た
Y

に
所
得
の
時
間
的
按
配
に
よ
っ
て
、
資
本
家
自
ら
に
闘
係
を
も
つ
の
み
な

ら
や
、
兎
ド
い
他
の
人
冷
の
所
得
の
上
に
影
響
な
奥
へ
A

心
か
ら
で
め
る
。
勢
働
者
の
場
合
仁
於
て
は
資
本
と
の
協
働

、、
よ
り
多
〈
の
報
酬
ぞ
獲
得
す
る
こ
と
に
な
ら
う
川
、
彼
自
ら
資
本
家
?
な
い
h
r

ら
、
所
得
の
流
れ
及
♂

ド
ぃ
基
き
、

形
態
じ
闘
し
被
の
控
降
含
表
現
す
る
ご
と

ι不
可
能
で
あ
わ
、
桁
ふ
の
L
-
こ
zld
持
働
者
炉
問
州
伺
¢
減
少
せ

F
4
0
こ

と
を
欲
し
て
ゐ
る
と
偲
定
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

Mmら
ぱ
資
本
維
持
の
翁
に
如
何
な
る
僚
件
が
必
要
で

あ
る
か
。
こ
れ
が
次
の
課
題
で
あ
る
。

註

こ
-
A

に
資
本
家
、
と
い
ふ
は
企
業
家
と
厳
密
に
匝
別
せ
る
も
白
で
は
な
〈
て
、
山
4

干
る
資
本
家
た
る
と
同
時
に
企
業
家
た
る
性
質

E
A
へ
て
ゐ
る
も

の
を
拐
す
。

一
-
一
、
資
本
維
持
の
必
要
傭
件

資
本
を
構
成
す
る
個
々
の
具
瞳
的
資
本
財
は
元
来
非
永
久
的
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
資
本
財
の
受
〈
乙
消
耗

減
損
が
趨
嘗
に
補
充
せ
ら
れ
、
資
本
財
を
取
替
へ
る
に
必
要
な
準
備
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
資
本
維
持
の
目
的
は

到
底
達
せ
ら
れ
な
い
の
然
し
補
充
せ
ら
る
べ
き
消
耗
減
損
、
準
備
せ
ら
る
ぺ
き
資
本
財
の
取
替
は
如
何
な
Z
原
因

に
基
き
て
起
る
も
の
に
限
ら
る
べ
き
か
。
こ
の
問
題
が
先
づ
吟
味
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
蓋
し
こ
れ
に
封
す

る
的
確
な
解
答
が
奥
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
資
本
維
持
に
必
要
な
る
僚
件
が
明
か
と
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

F、 A.T-f:lyt"k: 1とconomlca，1935， p. 249-50 15) 



ピ
グ
!
は
理
論
的
日
い
へ
ば
、
資
本
維
持
と
は
線
て
の
佼
値
喪
失
の
補
充
を
意
味
す
る
の
で
な
〈
て
、
天
災
地

趣
以
外
の
物
理
的
損
害
に
基
く
債
値
喪
失
の
補
充
'
伊
斗
H

叫
味
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
ぬ
と
い
ふ
。
従
っ
て
彼
に
よ
れ
ば
、

貨
幣
供
給
量
の
増
減
、
利
子
の
鑓
動
、
首
要
の
鑓
化
、
外
岡
口
叩
の
競
争
、
新
資
本
財
の
殺
明
等
に
基
〈
資
本
債
値

疋
に
天
災
地
建
に
某
く
資
本
財
の
破
壌
色
資
本
則
の
使

用
に
闘
し
偶
然
性
を
も
っ
も
の
で
な
い
か
ら
、
資
本
額
の
趨
動
左
は
認
め
ら
れ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
o
然
る
に
彼

の
強
化
は
、
資
本
維
持
に
は
顧
慮
ぜ
ら
れ
る
金
要
せ
ヤ
、

、、

ー
そ
の
後
竣
表
せ
る
論
交
に
於
て
、
討
際
均
一
~
法
同
一
一
別
役
eT
慌
供
寸
る
よ
り
よ
き
陵
械
の
新
殺
明
文
は
既
存
用

伎
の
不
用
化
に
応
く
資
本
財
の
債
値
史
夫
が
認
め
ら
れ
、
所
謂
資
本
財
の
宮
式
化
に
射
し
償
却
が
行
d
れ
な
け
れ

f
:
・
3
3

ニ
F
企
1

L

;
〉
;
:
ノ

J
に

k
m
h
j
C
M
午

'

〕

E

E

T
甘
い
出
ノ
ゴ
刊
号
)
〆
唱
さ
?
九
ι
「

?
J
b
o
究
心
}
!
ー

トト

J
j
L
一M
O
i
t
弓
A
T

引
下
、

t
t
1
'
l
t
J
4
1
、
1

下

LE--叫
'
H
Eノ
似
川

1
〈

〆

ν
一平
λ

思
-42勺
'
t
g
b
u引
、
i
J
ι
・ゴ
4
J
L
引
W
#空
1て
J
J
F

、

グ

〆

i
4
1
'
H
7
4
n

ば
こ
の
魚
に
は
現
貨
に
資
本
を
構
成
せ
る
資
本
財
と
、
資
本
構
成
か
ら
廃
棄
す
り
れ
た
財
貨
と
を
直
別
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
財
貨
が
資
本
を
構
成
し
て
ゐ
る
限
り
、
そ
の
量
は
汗
債
と
何
等
の
閲
係
な
き
物
理
的
計
量
の
問

題
で
あ
る
。
然
る
に
財
貨
は
物
理
的
鍾
化
又
は
許
債
の
盤
化
に
よ
ち
牧
盆
を
膏
さ
い
A

る
に
歪
ら
ぱ
、
資
本
か
ら
履

棄
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

従
来
資
本
を
構
成
せ
る
財
貨
が
廃
棄
せ
ら
る
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
資
本
額
は
減
少
す

る
。
従
っ
て
評
債
は
資
本
を
現
に
構
成
し
て
ゐ
る
財
貨
の
量
に
封
し
で
は
無
関
係
で
あ
る
が
、
如
何
な
る
財
貨
が

資
本
を
構
成
す
る
か
に
閥
係
を
も
ち
、
間
接
に
資
本
額
に
影
響
を
奥
へ
る
。
而
し
て
従
来
資
本
を
構
成
せ
る
財
貨

が
廃
棄
せ
ら
れ
る
に
至
る
は
、
(
一
)
物
理
的
破
壊
以
外
に
、
(
二
)
需
要
状
態
の
一
定
な
る
場
合
の
新
後
明
、
(
二
一
)

需
要
の
質
的
種
化
等
に
基
く
の
で
あ
る
。
従
っ
て
資
本
消
耗
と
看
倣
さ
れ
補
充
せ
ら
る
ぺ
き
は
、

正
常
的
と
い
は

資
本
維
持
と
金
融
統
制

第
六
競

第
四
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一
一
-
一
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八
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資
本
維
持
と
金
融
統
制

第
四
十
三
各

プL

八
五
回

第
六
駄

れ
る
も
の
、
即
ち
消
耗
が
詳
細
に
で
は
な
く
と
も
、
大
瞳
規
則
正
し
く
橡
測
せ
ら
れ
る
も
の
、
具
瞳
的
に
い
へ
ば

普
通
の
減
損
(
機
械
使
用
の
紡
某
に
よ
る
品
、
使
用
の
和
泉
で
な
く
て
、
針
、
侵
整
干
の
如
〈
翠
な
る
時
間
り
絞
過
に
苧
ふ
は
問
は
な
い
)
、

普
通
の
筈
式
化
(
技
術
の
祉
事
、
需
要
の
質
的
費
化
三
並
に
天
災
地
品
位
以
外
の
事
麓
で
あ
ム
。
か
〈
て
資
本
の
消
耗
台
車

仁
物
理
的
破
壊
に
基
く
も
の
に
限
る
と
す
る
以
前
の
主
張
は
経
和
せ
ら
れ
で
ゐ
る
如
〈
で
あ
る
。

一
、
川
し
さ
日
王
コ

タ
4
2
J
女
1

J

d

最
後
的
破
壊
に
導
〈
物
瑚
的
鑓
化
が
起
る
ま
で
資
本
財
の
生
産
力
炉
同
一
な
る
限
り
、
ぞ
れ
が
現
貨
に
起
る
ま
ご

F
:
:も
に
一
一
千
ー

:
)
i
d
l
;
L恥

:
-
f
f
z
j
l

ラ
コ

受
キ
カ
料
収
ト
ゼ
t
r
M
U
t
p
H
E
E
E川
E
い
い
庄
司
ニ
(
パ
二
佳
7
3
t
-
う
カ

ぅ

o 

Iri~ 

lilJ 
赤色

ノ日二

:0~ 
tlll 
tl-

o 
L自3
〆Fr

に
前
以
て
償
却
せ
ら
れ
で
は
な
ら
ぬ
と
い
ふ
理
由
は
な
か
ら
う
。

理
論
的
に
い
ふ
も
資
本
の
消
耗
を
院
に
物
理
的
棲
化
に
基
く
も
の
に
限
る
は
妥
賞
ー
と
は
考
~
ら
れ
中
、

資
本
財

の
生
産
力
の
減
少
は
、
依
令
そ
れ
が
物
理
的
に
何
等
の
闘
係
を
も
た
ぎ
る
場
合
に
於
て
き
へ
、
必
Ar
顧
慮
せ
ら
る

べ
き
も
の
で
あ
る
。
然
し
ピ
グ
ー
も
い
へ
る
如

t
、
そ
の
理
化
が
珠
想
せ
ら
れ
る
か
否
か
に
よ
り
匝
別
し
て
吟
味

せ
ら
る
べ
き
は
常
然
で
あ
っ
て
、
資
本
維
持
の
魚
に
は
如
何
な
る
僚
件
が
必
要
な
る
か
を
論
や
る
に
際
し
で
も
、

椴
令
詳
細
的
確
で
な
く
と
も
襲
化
が
橡
想
せ
ら
れ
る
場
合
と
、
入
?
、
珠
想
せ
ら
れ
な
い
場
合
と
に
分
っ
て
考
察
す

る
こ
と
が
壇
賞
で
あ
ら
う
。
先
づ
持
型
化
が
猿
想
せ
ら
れ
る
場
合
か
ら
始
め
や
う
。

既
越
の
椴
定
に
よ
り
資
本
家
が
資
本
か
ら
不
特
使
の
所
得
を
獲
科
ぜ
ん
と
望
み
、
あ
ら
ゆ
る
略
家
の
襲
化
に
到
し

漁
想
を
有
し
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
資
本
家
は
呆
し
て
如
何
な
る
態
度
を
採
る
で
あ
ら
う
か
じ
資
本
家
の
橡
想
は
先

づ
彼
に
直
接
闘
係
の
あ
る
債
格
の
費
動
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
そ
れ
は
債
格
の
費
動
を
韓
国
す
現
貨
の
向
型
化
を

A. C. Pigon:. Eccmomic J ournal， 1935， p. 236-40 4) 



見
透
す
こ
と
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
コ
然
ら
ぽ
資
本
家
の
漆
測
す
る
か
-
要
す
る
建
化
と
は
如
何
。
そ
の
主
な
る

も
の
は
生
産
物
い
い
卦
す
る
需
要
の
種
化
、
そ
の
結
果
惹
起
さ
れ
る
生
産
物
並
に
生
産
要
素
の
債
格
の
礎
化
、
生
産

要
素
の
一
数
量
の
麺
化
、
そ
れ
に
伴
ふ
生
産
要
素
の
慣
格
の
護
化
、
科
墜
上
の
新
夜
明
等
で
あ
る
。

光
づ
生
産
物
い
資
す
る
需
要
の
建
化
の
場
介
を
見
ゃ
う
。
資
本
と
勢
働
と
が
生
産
要
素
を
形
成
す
る
し
乙
限
定
す

る
。
近
き
将
来
に
於
て
資
本
の
相
劃
的
に
重
要
な
産
業
の
生
産
物
に
封
す
名
需
要
が
、
此
労
働
の
相
卦
的
に
重
要
な

生
産
に
比
し
増
加
す
る
こ
と
が
珠
想
サ
ら
れ
る
と
す
る
。
然
る
'
と
き
労
賃
は
下
落
の
傾
向
公
示
し
、
資
本
の
見
込

惟
ふ
に
市
要
の
増
加
が
疎
想
せ
ら
れ
る
生
産
に
移
さ
れ
だ
資
本
償
却
額
の
中
か

牧
盆
は
増
加
す
る
で
あ
ら
う
。

、、

ら
、
よ
り
低
当
汐
湖
限
滞
生
記
沖
一
力
一
」
相
曜

i
る
-
〕
也
Y
九
十
い
労
貨
が
も
資
本
家
-
Y
戸
!
?
り
交
仰
は
九
る
ご
土
に
な
り

う
し
、
ま
た
他
の
生
産
か
ら
の
償
却
額
の
同
牧
は
、
そ
の
生
産
の
州
労
働
需
要
を
減
ゃ
る
か
ら
、
い
労
賃
は
徐
4
に
下

落
す
る
こ
と
冶
な
ら
う
。
か
く
て
資
本
家
は
一
方
に
於
て
は
持
賃
下
落
の
結
果
、
投
資
と
消
費
に
向
け
ら
る
べ
き

、、
よ
り
多
〈
の
線
利
潤
を
享
受
し
得
る
こ
と
冶
な
る
ぺ
〈
、
他
方
に
於
て
は
再
投
資
牧
益
の
増
加
を
期
待
し
得
る
こ

と
旨
な
ら
う
。
若
し
資
本
家
が
将
来
不
越
の
所
得
を
獲
得
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
彼
は
如
何
な
る
行
動
を
選
ぶ
べ
き

か
。
考
へ
ら
れ
る
場
合
が
三
つ
あ
る
。
先
づ
第
一
は
持
型
化
が
賓
現
す
る
ま
で
、
従
来
と
同
じ
だ
け
消
費
す
る
場
合

で
あ
る
。
こ
の
際
資
本
家
の
投
資
は
漸
増
し
、
珠
想
の
貫
現
し
た
と
き
に
は
著
し
く
大
な
る
所
得
が
賛
き
れ
る
こ

と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
尤
も
締
て
の
資
本
家
が
同
一
方
針
の
下
に
行
動
し
、
而
も
資
本
の
一
増
加
が
利
子
の
比
例
以

上
の
下
落
含
惹
き
起
き
な
い
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
新
技
態
に
於
け
る
資
本
の
環
力
性
が
一
よ
り
大
な
る
こ
と
を
前

委
本
維
持
と
金
融
統
制

第
四
十
三
巻

八
五
五

第
六
披

ゴL

F. A. Hayek: Economica， '935， p. 25 [ 
F. A. H勺'ek: Economica， 1935， P・25z. 
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資
本
雑
持
と
金
剛
統
制

第
四
十
三
巻

第
六
紘

プL
凪

八
五
六

提
と
す
る
必
要
は
あ
る
。
第
二
は
漁
想
の
宜
現
す
る
ま
で
従
来
と
同
一
の
償
却
額
を
再
投
資
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ

の
場
合
に
於
て
は
捷
化
に
劃
す
る
抽
出
想
と
賓
現
と
の
期
問
、
消
費
は
利
潤
の
増
加
す
る
に
つ
れ
て
漸
増
す
る
こ
と

、、

に
な
ら
う
が
、
資
本
額
は
不
越
で
め
る
。
而
し
て
深
想
が
宜
現
し
た
と
さ
よ
り
、
よ
り
大
な
る
所
得
が
生
中
る
こ

と
に
な
ら
う
o

第
一
一
一
は
越
化
が
漁
想
せ
ら
れ
し
と
き
よ
り
、
所
得
い
か
消
来
一
定
な
わ
科
る
如
く
消
費
b
z

増
加
し
、

再
投
資
を
減
少
さ
せ
る
場
合
で
あ
る
。

以
上
の
一
一
一
つ
の
場
台
の
中
何
れ
炉
周
期
の
日
的
仁
過
す
る
か
ο

-hF
内

}

F

y

f

-

t
一死

右

F
-
F
U
中
唱

A

口
ぽ
品
位
化
が
山
川
現
す
し
l
t
ち
仁
合
政
に
所
持
は
品
川
叩
加
す
べ
く
、
鋭
化
が
報
誌
せ
ら
れ
し
際
か
ム
¥
所
作
を
不
却
型
仁

維
持
せ
八
と
す
る
要
求
に
趨
合
せ
な
い
。
第
二
の
揚
A
口
は
所
得
が
漸
増
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
各
時
鮪
に
於
て
不

越
の
所
得
を
狙
は
ん
と
す
る
期
待
に
副
ひ
難
い
。
最
後
の
場
合
は
如
何
。
こ
れ
こ
そ
不
趨
所
得
獲
科
の
要
求
に
辿

ふ
も
の
と
い
ひ
得
ゃ
う
。
蓋
し
こ
の
場
合
に
は
漁
想
の
貰
現
し
た
と
き
に
、
盤
化
が
珠
想
せ
ら
れ
て
か
ら
質
現
に

至
る
ま
で
の
聞
に
待
ら
れ
る
所
科
と
正
に
同
一
の
所
得
を
典
ふ
べ
き
資
本
量

T
.
資
本
家
が
保
有
し
得
る
如
〈
、

消
費
を
増
加
し
再
投
資
を
減
少
室
、
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
個
人
資
本
家
の
立
場
か
ら
し
て
、
資
本
維
持
の
目
的
を
最

も
よ
く
遼
せ
し
め
る
の
は
こ
の
場
合
で
あ
る
。

以
労
働
の
相
劃
的
に
重
要
な
忍
生
産
に
於
け
る
財
貨
の
需
要
が
、
資
本
の
よ
り
重
要
な
名
生
産
に
於
げ
る
財
貨
の

ぞ
れ
に
比
し
増
加
し
た
場
合
は
、
以
上
の
場
合
の
全
〈
道
で
我
ム
干
の
容
易
に
類
推
し
得
る
と
こ
ろ
で
め
る
か
ら
、

こ
〉
に
は
省
略
す
ふ
。
ま
た
生
産
要
素
供
給
量
の
養
化
、
科
撃
上
の
新
義
明
、
抽
出
想
せ
ら
れ
る
事
費
等
も
以
上
の

伎
遮
よ
り
推
想
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ら
、
こ
〉
に
は
開
設
す
る
こ
と
を
避
け

ι。

F. A. HaS.ek: Economica， 1935， p. 252~4 ・
F. A. Hayek: Economica， 1935， p. 254 
F. A. Ha可ek:Eccmomic:l， 1935・p.255-7. 
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経
済
生
活
の
替
ま
れ
る
枇
舎
に
於
け
る
趣
動
は
、
任
逃
の
如
〈
そ
の
殺
生
以
前
に
多
少
橡
想
せ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
が
、
大
部
分
の
擾
動
は
る
~
く
珠
測
せ
ら
れ
得
ね
色
の
で
あ
る
。
か
冶
る
場
合
、
若
し
安
本
家
が
そ
の
聾
動
の

起
り
し
以
後
、
不
謹
の
所
得
を
確
保
せ
ん
と
欲
す
る
と
す
れ
は
、
彼
は
如
何
な
る
方
法
を
謹
揮
す
ペ
き
か
。
不
捌

の
礎
化
の
結
果
組
所
得
の
減
少
す
る
場
合
を
見
る
。
こ
の
場
合
資
本
家
の
採
る
べ
き
態
度
は
三
つ
と
な
る
で
あ
ら

ぅ
。
(
一
)
資
本
家
は
投
資
の
櫨
績
す
る
問
、
従
来
と
同
一
の
消
費
を
行
ぴ
(
尤
も
練
所
得
が
従
来
消
費
せ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
長

少
〈
と
も
阿
じ
で
あ
る
限
り
)
、
閣
し
て
た
ヲ
償
却
衡
の
み
公
減
少
す
る
。
然
る

E
3資
本
家
は
彼
の
消
費
が
後
に
必
然
的

に
著
し
く
減
少
す
る
こ
と
営
犠
性
に
し
て
、
従
嘆
の
水
準
に
消
費
を
確
保
し
て
ゐ
に
こ
と
旨
な
り
、
勝
来
に
於
け

3
目
安
売
か
つ
口
主
主
主
b

J
-
γ
S
釘
寸
J
-
u
n
U
/
4
L
w
fす
汗

1
k
F
h
b
t
t

名
J
t
H仰ご
h'
司
、
〈
へ
・
〆
、
J
E
J場
入

1
:
l
y
n
H
-
3
:

、一

-
-
7
1〉
O

，AXど
ご
た
「
〆

n

c

/

二
h

p

レ
ド
ル
)

d

i

t

'

、t
w・r
h
h
μ
p
t
lノ
川
{

J

d

〆司

司;

σ) 

産量
'Iiユ
カよ

殺

し

lZT 

に
於
て
も
、
資
本
家
は
償
却
額
を
出
来
る
だ
け
同
一
に
保
ち
、
消
費
を
減
少
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
こ
の
場
合
に

於
て
は
最
初
投
資
せ
ら
れ
し
資
本
韻
は
充
分
に
補
充
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
消
費
は
暫
時
、
爾
後
久
し
き
に
亙

り
維
持
せ
ら
る
べ
き
水
準
以
下
に
低
下
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ら
う
。
こ
の
こ
と
は
新
貯
蓄
の
殺
生
を
意
味
す

る
の
で
あ
っ
て
、
我
冷
の
目
的
に
適
合
せ
な
い
。
(
三
)
建
化
殺
生
と
共
に
資
本
家
は
将
来
永
〈
不
捷
の
消
費
を
維

持
し
得
る
程
度
ま
で
減
少
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
於
て
は
資
本
維
持
の
目
的
は
遼
せ
ら
れ
、
不

崎
健
所
得
の
狙
は
れ
る
場
合
に
採
ら
る
べ
き
唯
一
の
方
法
で
あ
る
り
以
上
の
説
明
が
趨
嘗
に
補
正
せ
ら
れ
る
と
、
拍
胤

期
せ
ら
れ
ざ
る
穂
所
得
の
増
加
の
場
合
に
色
営
悦
ま
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

漁
期
せ
ら
れ
さ
る
擾
化
が
資
本
に
影
響
ヤ
脅
す
具
膿
的
場
合
を
考
へ
て
見
ゃ
う
。
各
種
消
費
財
の
需
要
、
生
産

資
本
維
持
と
金
融
統
制

第
四
十
三
巻

八
五
七

第
六
競

九
互主

F. A. 1王ayek:Economica， 1935， p. 26] (0) 



資
本
維
持
と
金
融
統
制

第
四
十
三
谷

八
五
へ

第
六
競

九
六

要
素
の
供
給
に
就
い
て
も
、
も
と
よ
り
漁
期
せ
ら
れ
ゴ
る
襲
化
が
可
能
で
あ
る
が
、

い
ま
科
皐
上
の
新
穀
明
に
覗

角
公
向
け
て
見
ゃ
う
。
酷
説
明
が
資
本
に
及
ぼ
す
影
響
は
二
方
面
か
ら
考
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
(
一
)
脱
税
別
に
よ

り
奮
式
化
し
に
機
械
器
具
、
そ
の
他
の
生
産
施
設
に
投
下
せ
ら
れ
七
資
本
損
失
の
可
能
性
と
、
(
二
)
殺
明
の
賀
現

以
後
、
暫
時
の
過
披
期
間
中
、
白
存
生
産
施
設
の
橡
期
以
上
大
な
る
枇
盆
を
粛
す
資
本
利
盆
の
可
能
性
が
こ
れ
で

あ
る
。
光
づ
前
者
か
ら
。
縫
明
日
川
醤
機
械
や
ふ
川
合
に
資
本
h
y
ら
順
認
す
み
に

d
、
後
明
の
結
果
、
令
惜
の
生
産
品
丸

い
か
既
有
¢
桔
闘
機
械
必
原
信
ょ
っ
ち
低
ト
せ
し
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
に
。
川
か
し
ん
貨
隙
に
於
て
は
滋
明
が
お
同
施
設
4T

杢
〈
駆
逐
す
る
程
、
生
産
費
を
低
下
せ
し
め
な
い
場
合
に
於
て
も
、
よ
り
低
廉
な
債
格
を
以
て
生
産
物
の
販
責
を

増
加
せ
し
め
る
場
合
が
多
い
。

い
づ
れ
ぶ
し
て
も
後
明
の
結
果
が
生
産
に
採
用
せ
ら
れ
る
限
り
、
資
本
損
失
は
起

り
得
る
。
而
し
て
礎
明
に
よ
っ
て
促
さ
れ
る
費
本
に
劃
す
る
需
要
の
増
加
に
仲
ひ
て
、
利
子
が
騰
貴
す
る
場
合
に

は
盆
ιr
下
落
の
勢
は
高
め
ら
れ
る
。
抽
出
期
せ
ら
れ

F
る
檀
化
は
安
本
利
盆
よ
り
、
逼
か
に
大
な
ろ
資
本
損
失
を
鷲

す
も
の
と
想
像
せ
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
佃
冷
の
場
合
に
就
い
て
見
れ
ば
、
利
益
が
損
失
よ
り
大
な
る
場

A
U
が
な
い
で
は
な
い
。
即
ち
主
と
し
て
新
後
明
に
某
く
生
産
過
程
に
於
て
も
、
亦
要
求
せ
ら
れ
る
或
る
特
殊
な
施
設

の
供
給
が
可
能
と
な
る
ま
で
の
過
渡
期
間
に
於
て
、
既
存
施
設
が
従
来
よ
り
大
な
る
牧
盆
を
暴
げ
得
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
こ
の
種
利
益
が
一
時
的
性
質
の
も
の
な
る
以
上
、
資
本
家
が
過
渡
期
聞
を
通
じ
て
貨
際
消
費
す
る
所
得

に
等
し
き
附
加
的
所
得
含
櫨
績
的
に
獲
得
せ
ん
と
望
む
な
ら
ば
、
こ
れ
含
普
通
の
所
得
と
し
て
取
扱
は
示
、
通
官

な
る
額
を
再
投
資
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

F. A. Haぅεk:Economica， 1935， p. 262-4・)
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以
上
述
ぺ
し
と
こ
ろ
に
よ
り
、
資
本
維
持
の
矯
に
必
要
な
る
健
件
は
明
か
と
な
っ
た
が
、
然
ら
ぱ
資
本
維
持
と

金
融
統
制
と
は
如
何
な
る
交
捗
を
持
っ
か
、
ま
た
前
者
を
以
て
後
者
の
某
準
と
な
し
得
る
か
と
い
ふ
こ
と
が
闇
明

せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

回
、
資
本
維
持
と
金
融
統
制

科
皐
上
の
新
穀
明
、
消
費
者
需
要
の
越
化
、
生
産
要
素
の
種
化
等
の
如
き
典
件
の
趣
化
な
き
静
止
的
批
舎
に
於

て
不
軌
健
所
得
を
驚
す
資
本
簡
は
、
師
唱
の
知
く
一
定
不
唾
で
あ
る
。
然
し
将
来
奥
件
の
種
動
が
像
怨
せ
ら
れ
る
際

は
そ
の
と
き
よ
り
、

丸
を
く
象
岡
山
ぜ
A

つ

1
5
る
と
古
』
主
見
p
t
二
塁
カ
カ

E
)『
7fyrdhtc
よ
h
、

-

d

品
川

?
1
]
l
軍
司
u

l
小
一
パ
、
l
一-

一庁
O

F当
す
ら
に

f
l
・-
v
r
'
a
9
・v

向
。
万
引
で
官
二
4

水
準
に
維
持
せ
ん
魚
に
必
要
と
せ
ら
れ
る
資
本
頓
は
種
化
す
ぺ
〈
、
こ
の
場
合
資
本
維
持
は
費
本
舗
の
常
数
保
持

、

、

、

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
蓋
し
同
じ
目
的
を
果
た
す
舟
に
必
要
な
資
本
額
を
、
よ
り
大
な
ら
し
め
、
叉
は
よ

、り
小
な
ら
し
め
る
如
〈
奥
件
が
麗
化
す
る
か
ら
。
か
〈
の
如
く
資
本
を
い
は
Y
中
立
状
態
に
置
か
ん
と
す
る
は
、

会
〈
資
本
家
の
主
観
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
資
本
'
伊
二
定
目
廷
の
貨
幣
額
と
解
し
、
こ
れ
に
基
き
て
資
本
許
算

を
試
み
る
こ
と
は
、
寅
際
上
慣
習
的
に
弘
〈
行
ほ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
資
木
維
持
は
貨
幣
信
用
政
策
と

何
等
か
の
闘
聯
を

6
っ
。
然
ら
ば
か
う
る
主
制
性
を
包
蔵
す
る
資
本
維
持
全
金
融
統
制
の
客
観
的
茶
準
と
し
て
認

め
る
こ
と
は
可
棺
で
あ
る
か
。
そ
の
解
答
は
明
か
に
否
で
め
る
。
惟
ふ
に
如
何
に
優
れ
た
三
貨
幣
信
用
政
策
を
以

て
し
て
色
、
資
本
が
常
に
同
一
貫
物
所
得
を
血
(
へ
る
如
く
、
そ
の
貨
幣
額
ぞ
維
持
せ
し
め
る
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可

資
本
維
持
と
金
融
統
制

第
四
十
三
巻

八
五
九

第
六
競

九
七



資
本
維
持
と
金
融
統
制

第
四
十
二
一
容

九

1'-

第
六
競

凡
六

O

能
で
あ
り
、

叉
現
在
の
消
費
財
の
生
産
を
犠
牲
に
し
て
、
将
来
の
生
主
肢
を
増
加
せ
ん
と
の
企
園
、
或
は
反
劃
の
許

主
が
悉
く
資
本
の
貨
幣
額
じ
相
桂
聞
な
襲
化
を
賢
さ
し
め
ん
と
す
る
こ
と
も
到
底
望
み
符
な
い
。
如
何
な
る
貨
幣
信

用
政
策
を
遂
行
し
て
も
、
所
詮
現
在
の
財
貨
と
勝
来
の
ぞ
れ
J

と
の
生
産
関
係
ぞ
問
題
と
す
る
安
本
家
を
著
し
く
誤

謬
に
陥
れ
。
さ
る
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
り
、
叉
現
在
の
消
費
と
賭
衆
の
消
費
の
準
備
と
の
聞
の
資
源
の
分
配

台
、
的
費
者
の
要
望
に
油
一
人
口
す
る
如
、
E

欣
態
に
九
時
く
こ
と
も
甚
だ
四
割
で
あ
る
c

然
ら
ば
資
本
維
持
は
金
融
統
制
¢
系
ヰ
必
問
題
じ
何
等
寄
興
す
る
と
こ
巧
な
き
も
の
か

E
レ
へ
ば
、

3
う

ι考

へ
ら
れ
な
い
。
貯
蓄
と
投
資
の
均
衡
を
困
る
を
以
て
金
融
統
制
の
基
準
と
な
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
景
気
持
控
動
ぞ
除

去
せ
ん
と
す
る
企
て
は
、
資
本
維
持
概
念
の
脚
光
を
帯
び
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
敵
陥
を
暴
露
す
る
で
あ
ら
う
。

護
展
的
世
舎
に
於
て
濠
想
の
可
能
な
る
場
合
に
、

利
用
せ
ら
れ
る
資
本
願
は
静
岡
時
の
貯
蓄
、

叉
は
時
間
的
選
樟

(
E
g
m
℃

R
P『
白
口
円
白
)

よ
り
も
慈
か
に
著
し
〈
資
本
家
の
珠
想
に
依
存
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
動
態
過
程
の
悶
明
に
は

資
本
形
成
と
同
様
に
資
本
家
の
橡
想
が
重
要
な
る
因
子
で
あ
り
、
資
本
形
成
は
資
本
家
の
時
間
想
な
し
に
は
、
殆
ん

E
完
全
な
る
意
味
を
も
ち
符
な
い
と
い
ひ
得
る
で
め
ら
う
。
将
来
の
控
化
が
具
る
時
期
に
、
異
る
資
本
家
に
よ
り

時
胤
想
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
事
貨
は
、
佃
'
阜
の
査
本
家
の
資
本
利
益
又
は
資
本
損
失
を
惹
起
し
、
最
も
的
確
な
漁
想
を

な
せ
し
資
本
家
が
最
大
の
資
源
金
支
配
し
得
る
と
い
ふ
結
果
と
な
る
で
あ
ら
う
。
然
し
珠
想
の
不
完
杢
性
を
原
則

左
す
る
経
掛
吐
命
日
に
於
て
、
資
本
額
は
ま
た
珠
期
せ
ら
れ
‘
ざ
る
蕗
化
に
随
伴
す
る
資
本
利
益
又
は
損
失
の
影
響
を

受
げ
r
d

る
を
梓
な
い
。
資
本
形
成
(
必
ず
し
も
発
本
町
新
附
加
を
意
味
し
な
い
)
の
或
る
部
分
が
、
必
令
し
も
本
来
の
貯
蓄
よ

F. A. Hayek: Ewnomica， 1935， p. 274-5. 



h
ノ
費
生
壮
一
や
し
て
、
資
本
維
持
過
桂
の
一
部
面
な
る
資
本
利
盆
よ
句
現
は
れ
る
こ
と
は
否
認
し
得
ぬ
で
め
ら
う
。

こ
の
過
程
の
中
に
は
戎
る
資
本
家
の
像
期
せ
古
る
利
盆
と
、
他
の
資
本
家
の
不
測
の
損
失
e

伊
入
プ
ゲ
丹
、
所
制
の
分
配

と
混
同
せ
ら
れ
で
は
な
ら
ぬ
宮
の
再
分
配
の
進
行
し
つ
〉
あ
る
過
程
、
却
も
資
本
額
の
麺
化
を
・
包
蔵
し
て
ゐ
る
。

前
要
の
越
化
又
は
技
術
の
竣
珪
の
結
果
、
他
の
何
慮
か
で
損
失
と
な
り
し
も
の
う
代
り
に
、
新
貯
蓄
な
し
に
資
本

が
形
成
せ
ら
れ
る
の
は
正
に
こ
れ
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
。
色
と
よ
り
資
本
損
失
と
新
た
に
形
成
せ
ら
れ
る
資
本

と
が
数
量
的
に
一
致
す
る
と
は
考
へ
ら
れ
は
い
。
だ
い
か
資
本
額
の
純
礎
化
が
貯
蓄
額
に
一
致
す
る
と
推
想
す
る
こ

と
の
不
営
な
る
は
.
こ
の
こ
と
か
ら
存
易
に
想
到
し
符
ゃ
う
。
蓋
し
或
る
時
期
以
後
、
所
得
や
一
不
援
に
保
つ
矯
仁

必
県
な
る
資
本
一
飢
い
か
不
紛
で
は
あ
り
科
h

吐
い
以
上
・
将
来
の
所
相
仰
の
鈎
ド
現
在
の
所
科

er憐
牲
に
す
ふ
こ
tc
は、

査
本
飢
の
純
様
化
に
導
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
主
'
ゲ
み
日
山
味
し
な
い
か
ら
。
貯
蓄
と
投
資
は
勿
論
F

賞
本
調
に
影
響

が
一
及
ぽ
す
原
因
で
は
あ
る
が
、
唯
一
の
原
因
な
り
と
は
考
へ
難
い
。
資
本
領
の
種
化
は
時
来
の
所
得
を
期
待
し
て

な
さ
れ
る
現
在
の
所
得
の
犠
牲
を
表
現
す
る
色
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
消
費
者
が
現
在
の
消
費
又
は
将

京
の
消
費
に
充

τん
と
寸
る
決
意
と
、
資
本
家
が
消
費
財
を
時
ケ
異
に
し
て
提
供
ぜ
ん

2
欲
す
る
決
断
k
の
一
致

又
は
不
一
致
が
、
新
貯
蓄
と
新
投
資
の
数
量
的
均
衡
又
は
不
均
衡
を
以
て
正
確
に
表
現
せ
ら
れ
得
な
い
こ
と
が
明

か
と
な
ら
う
。
果
し
て
然
ら
ぽ
資
本
の
増
減
を
見
出
す
怨
に
は
、
所
得
の
時
に
よ
る
分
配
の
直
接
比
較
を
企
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
避
く
べ
き
は
想
定
せ
ら
れ
る
資
本
維
持
の
標
準
的
場
合
と
、
増
減
あ
り
と
考
へ
ら
れ
ろ
場
合
と

を
比
較
し
、
そ
れ
よ
り
新
貯
蓄
(
純
一
慰
問
l
消
費
)
と
新
投
資
の
概
念
に
到
達
し
、
こ
れ
ら
の
概
念
を
駆
使
す
る
こ
と

資
本
維
持
左
金
融
統
制

第
四
十
三
巻

八
六

第
六
競

:fu 
九
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資
本
維
持
と
金
融
統
制

第
四
十
三
巻

O 
O 

八
六

第
プミ
焼

で
あ
る
。
我
や
は
寧
ろ
消
費
し
、
又
は
生
産
せ
ん
主
徴
す
る
所
得
の
流
れ
に
就
い
て
の
消
費
者
の
意
向
井
ス
生
産
者

資
本
の
異
の
相
営
把
捉
す
る
こ
と
を
得
な
い
で
あ
ら

の
意
士
山
と
を
直
接
に
比
較
す
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
、

ぅ
。
景
気
安
定
の
危
に
現
在
の
消
殺
財
の
供
給
と
需
要
と
の
均
衡
を
狙
へ
る
貯
蓄
投
資
均
衡
説
に
於
で
は
、
貯
印
有

投
資
の
慨
念
ケ
表
面
的
ド
、

即
も
資
本
維
持
の
正
常
賊
態
よ
り
遊
離
し
て
捉
へ
、
欝
投
資
と
新
投
資
、
新
貯
搭
と
維

持
防
法
川
し
し
炉
二
札
別
し
て
収
扱
つ

γ
ゐ

3
1

;

1

7

4

1

♂

;

日

!

」
の
場
合
、
貯
十
品
川
投
資
の
均
衡
が
慨
に
山
口
現
せ
ら
れ
て
も
、

そ
の
表
明

市
与
街
や
じ
か
っ

E
f
こ
て
1
正
ド
目
〉
昔
、

U
1土
〕

A
F
-
}

担、、

f
i
徳川

E
H
t
z
x
l宝
オ
官
官
。
童
話
時
tι
寸

U
J
t
J
J
f
a
こ
と
じ

配
地
サ
し
土
こ
λ

仁
ょ
う
て
引
か
で
危
る
c

資
本
維
持
の
概
念
が
貯
蓄
投
資
均
衡
説
に
針
し
批
判
的
立
場
を
と
る
姑
に
於
て
、

金
融
統
制

ω
北
九
準
に
闘
す
る
意

義
一
か
認
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

資
本
維
持
切
概
念
自
瞳
を
金
融
統
制
の
基
準
と
し
て
採
り
難
い
こ
と
は
既
越
の
如
く
で
あ
る
。
然
し
偲
に
資
本

維
持
が
資
本
家
に
よ
り
意
同
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
の
金
融
政
策
の
如
何
に
よ
っ
て
著
し
く
措
乱
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
。

い
ま
査
本
維
持
が
そ
の
後
の
貨
幣
信
用
政
策
に
よ
っ
て
如
何
に
し
て
揖
鋭
せ
ら
れ
る
か
を
見
や

ぅ
。
資
本
維
持
が
金
融
政
策
「
い
よ
り
撹
乱
せ
ら
れ
る
場
合
は
数
多
あ
る
で
あ
ら
う
が
、
こ
〉
に
は
そ
の
典
型
的
場

合
ぞ
考
察
す
る
に
止
め
や
う
。
技
術
の
進
歩
に
伶
ひ
て
生
産
量
の
増
加
す
る
場
合
を
見
る
。
或
る
場
合
に
於
て
不

接
の
所
得
又
は
増
加
所
得
を
典
へ
る
に
必
要
な
資
本
額
は
、
営
時
の
所
得
額
と
一
定
の
割
合
を
保
っ
て
ゐ
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
も
と
よ
り
こ
の
割
合
は
典
件
の
饗
化
に
伴
ひ
て
費
動
す
る
。
而
し
て
費
展
的
枇
舎
に
於
て
少
く
と
も

不
襲
の
所
得
を
事
例
す
に
足
る
如
き
資
本
の
償
却
額
は
、
所
得
額
に
劃
し
一
定
の
割
合
を
確
保
す
る
を
要
す
と
い
っ

F. A. Hayek: Eeonomica.， 1935， p. 270 • 



て
色
謀
り
で
は
あ
る
ま
い
。
然
る
に
現
在
所
得
の
貨
幣
舗
を
高
め
ろ
貨
幣
信
用
政
策
、
殊
に
消
建
財
の
債
格
水
準

を
安
定
せ
し
め
、

従
っ
て
貫
物
所
得
の
増
加
す
る
に
作
ひ
て
、

所
枠
組
を
騰
貴
せ
し
め
ん
と
す
る
貨
幣
政
策
は

資
本
の
貨
幣
額
が
同
じ
割
合
で
高
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
示
、
又
若
し
所
得
を
こ
の
水
準
に
保
つ
魚
に
充
分
な
る

準
備
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
資
本
領
は
こ
の
騰
貴
せ
し
悦
格
に
於
て
維
持
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
こ
と
を
意
味
す
る
。
然
る
に
資
本
a

矧
に
闘
す
る
名
目
的
利
潤
又
は
俄
装
利
潤
が
消
費
目
的
に
使
用
せ
ら
れ
る

不
充
分
な
る
資
本
の
償
却
、
即
ち
普
通
の
意
味
に
於
け
る
資
本
の
破
壊
が
生
じ
、
資
本
維
持
は
珪
せ

ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
か
く
の
如
、
九
日
的
装
利
潤
が
た
い
〉
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
時
期
に
於
て
の
み
な
ら
や
、

-
と
す
れ
ば
、

多
く
の
好
況
の
際
に
色
抗
要
日
役
割
v

公
演

U
に

ιと
は
、

bzへ
ト
り
は
出
ド
ヘ
、
ノ
d
T
A
昭

二

時

A

J

j

川
い
一

.0川r
h
D

1J
〆

L
J吋

-d/νι
一一市

l吋

i
d不
μ
l
H
I
R
d
l
μ
v
I
C
一
ペ

尤

t
説
者

に
於
て
は
出
費
則
の
的
格
水
準
の
経
劉
的
勝
立
の
起
ら
な
い
こ
と
ほ
あ
り
得
る
。

か
¥
J
3
俗
楽
利
潤
の
尤
な
る
も

の
は
、
誼
券
取
引
所
に
於
げ
る
資
本
詐
似
上
の
利
症
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
の
所
符
と
同
じ
も
の
を
再
生
産
す
る

舟
に
必
要
な
る
以
上
の
資
本
一
国
の
増
加
を
意
味
せ
や
、
単
な
る
貨
幣
を
以
て
評
債
せ
ら
れ
た
、

盆
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
っ
て
所
得
で
ほ
な
い
か
ら
、
刊
行
し
そ
れ
が
治
資
の
目
的
に
使
用
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

正
し
く
資
本
の
破
壊
を
結
果
す
る
。
取
引
所
が
好
況
の
際
、
貯
誌
を
他
く
な
〈
人
以
ひ
出
す
の
は
こ
の
方
法
に
よ
っ

い
は
Y

取
引
所
利

て
で
ゐ
る
。
貨
幣
信
用
政
策
の
魔
術
に
よ
っ
て
か
冶
る
意
味
に
於
け
る
資
本
が
破
壊
せ
ら
れ
た
例
は
少
く
な
い
。

玉
、
結

言

資
本
経
持
と
金
融
統
制

第
四
十
三
谷

八
六

第
六
競

O 
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資
本
維
持
と
金
融
統
制

八
六
回

第
六
披

。

第
四
十
三
巻

我
ι
q

は
先
づ
資
本
維
持
の
概
念
を
所
得
と
閥
聯
せ
し
め
て
考
察
し
、
ぞ
れ
は
不
費
の
所
得
ぞ
獲
得
す
る
に
必
要

な
量
に
資
本
を
維
持
す
る
こ
と
な
ち
と
し
た
。
而
し
て
静
止
的
世
曾
に
於
て
は
、
不
麗
所
得
を
奥
へ
る
査
本
額
は

常
数
で
あ
る
が
、
胤
八
件
の
品
型
化
す
る
竣
展
的
批
命
日
に
於
て
不
種
所
得
ぞ
獲
得
す
る
に
足
る
資
本
額
は
、
常
数
砂
意

味
せ
や
、
興
作
の
品
質
化
に
従
ひ
て
資
本
割
も
亦
可
避
的
の
も
の
な
り
と
遮
べ
仁
。
然
る
に
か
う
る
資
本
維
持
は
自

日
目
拘
の
も
の
ご
は
な
〈
、

資
本
簡
の
口
俊
動
一
か
問
符
の
府
吹
制
の
一
徴
候
と
田
町
ら
れ
る
所

M
T
明
か
に
し
、
資
ホ
維
持

の
舟
に
必
要
な
る
傑
件
含
詳
細
に
越
べ
だ
。
而
し
て
資
本
維
持
ぞ
金
融
統
制
の
客
翻
的
基
準
L
」
な
し
得
な
い
理
由

を
闇
明
し
た
が
、
資
本
維
持
が
金
融
統
制
に
令
然
無
闘
係
の
概
念
で
は
な
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
表
面
的
現
象
に
四

へ
ら
れ
、
そ
の
根
底
に
存
す
る
事
寛
を
見
失
へ
る
統
制
理
論
の
観
陪
を
剥
扶
し
得
る
所
以
宏
指
摘
し
、
最
後
に
資

本
維
持
が
貨
幣
側
の
原
因
に
よ
っ
て
如
何
に
し
て
撹
乱
せ
ら
れ
る
か
を
吟
味
し
七
の
で
あ
る
。

我
ι
ザ
は
資
本
家
が
資
本
か
ら
不
棲
の
所
得
を
獲
得
せ
ん
と
し
、
資
本
に
減
債
が
生
じ
、

叉
は
生
十
べ
し
と
橡
想

せ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
償
却
す
る
に
足
る
部
分
を
控
除
し
て
所
得
を
決
定
し
、
而
も
こ
の
所
得
を
総
て
消

費
に
向
り
る
場
合
を
想
定
し
た
。
か
〈
の
如
く
資
本
家
い
か
不
趣
の
所
特
を
狙
ふ
揚
A
n
，
か
現
貨
に
め
り
得
る
か
は
、

ケ
イ
ン
ズ
も
肢
に
指
摘
せ
る
如
し
疑
は
し
い
c

資
本
が
相
封
的
に
重
要
な
る
産
業
の
生
産
物
に
劃
す
る
需
要
が
増

、、
よ
り
多
〈
の
利
潤
の
期
待
せ
ら
れ
る
場
介
に
、
向
日
一
つ
不
麓
の
所
得
を
継
績
的
に
獲

加
す
べ
し
と
漁
想
せ
ら
れ
、

得
す
る
目
的
を
以
で
資
本
-V-
維
持
す
る
こ
と
が
、
軽
油
開
行
局
の
動
機
ー
と
し
て
従
来
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
に
趨
介

す
る
か
、
寧
ろ
現
貨
に
は
か
、
3

4

0

琢
想
の
下
に
於
で
は
、
再
投
資
が
盛
ん
に
行
は
れ
、
(
金
λ

平
多
〈
の
利
潤
一
か
狙
は

J. M. Keynes: The Gener~l Theorァo[Employm巴nt，Tnt，::rest and Money， 
1916， p. 6。
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ま

れ
る
の
が
常
態
で
は
な
い
か
。
も
と
よ
り
こ
れ
は
宜
際
的
に
見
て
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
所
得
を
一
定
水
準
に
確
保

す
る
と
い
ふ
想
定
炉
、
理
論
的
に
誤
謬
な
り
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
然
し
い
ま
事
質
上
の
問
題
ぞ
無
視
し
、
理
論

的
に
考
察
し
て
も
疑
問
が
起
る
。
奥
件
の
種
動
が
橡
想
せ
ら
れ
七
時
に
直
ち
に
将
来
機
穣
的
に
一
定
水
準
の
所
得

を
獲
得
せ
ん
矯
に
、
所
梓
却
も
消
費
を
増
減
す
る
こ
と
は
、
路
構
枇
舎
の
他
の
方
面
に
何
等
の
影
響
。
グ
興
へ
や
に

切
り
抜
け
得
る
か
。

』
イ
且
ク
は
こ
の
貼
に
少
し
も
鯛
れ
て
お
ら
ぬ
が
、
反
省
す
べ
き
品
跡
地
あ
り
と
思
ふ
。

ま
わ
ハ
査
本
形
成
は
4
4
H

遇
、
経
梼
枇
合
条
慌
の
副
知
の
ド
に
投
資
料
割
の
中
よ
り
既
存
資
本
維
持
に
必
要
な
る
償

却
部
分
中
位
協
除
l
J
よ
る
刈
投
資
明
少
な
味
ナ
J

る
も
の
と
牌
サ
ら
れ
て
ゐ
る
。
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資
本

形
成
が
生
産
物
の
増
加
を
結
果
す
る
以
上
、
消
費
の
増
加
す
ろ
こ
と
も
亦
必
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
元
来
貯
蓄
と

一
方
の
増
加
が
他
方
の
減
少
を
必
然
的
な

消
費
と
は
輿
へ
ら
れ
た
所
得
よ
り
分
配
せ
ら
れ
る
'
も
の
で
あ
る
か
ら
、

ら
し
め
る
と
い
ふ
矛
盾
を
含
U
o
こ
の
矛
屑
克
服
の
一
任
務
を
携
ふ
も
の
が
銀
行
に
よ
る
信
用
の
創
設
な
り
と
彼
は

見
る
。
然
る
に
A

イ
エ
ク
の
い
ふ
'
と
こ
ろ
の
資
本
形
成
は
、
こ
れ
と
呉
れ
る
意
義
を
有
し
て
ゐ
る
。
彼
に
於
て
は

個
冷
の
資
本
家
又
は
企
業
家
に
於
け
る
資
本
形
成
の
現
象
が
特
に
注
目
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
普
通
資
本
の
形

成
と
は
者
倣
さ
れ
ぎ
る
場
合
、
例
へ
ば
A
よ
り
B
に
資
本
が
箪
に
移
行
す
る
に
過
ぎ
ゴ
る
場
介
に
も
、
A
に
於
け

る
資
本
破
壊
が
B
に
於
て
資
本
形
成
と
な
っ
て
現
は
れ
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
が
、

成
は
必
や
し
も
博
統
的
用
語
に
於
け
る
資
本
の
純
附
加
を
示
す
'
も
の
で
な
い
」
と
、

「
新
資
本
の
形

い
へ
る
に
よ
っ
て
容
易
に
窺

資
本
維
持
と
金
融
統
制

第
四
十
一
一
一
巻

第
六
擁

凡
六
五

O 

H. r;. ).1oulton: The Formation of Capital.， :1935， p. :28， 108. 
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委
本
維
持
と
金
融
統
制

第
四
十
三
巻

八
六
六

第
ノ、

量主

O 
四

ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
資
本
形
成
を
か

t
の
如
〈
に
解
し
で
始
め
て
、

A

イ
品
ク
の
如
く
そ
の
多
〈
の
部
分
が
貯
蓄

か
ら
の
み
賛
さ
れ
る
の
で
は
な
〈
て
、
資
本
維
持
過
程
の
一
部
面
仁
る
資
本
利
益
よ
ち
も
賢
3
れ
る
も
の
と
い
へ

ゃ
う
。
而
も
彼
の
い
ふ
如
く
、
或
る
資
本
家
に
於
け
る
資
本
破
壊
が
他
に
於
て
資
本
形
成
と
な
ち
、
問
者
が
常
に

相
殺
せ
ら
れ
る
と
は
考
へ
難
い
で
あ
ら
う
。
も
'
と
よ
り
一
旦
投
下
せ
ら
れ
た
資
本
が
、
ぞ
の
ま
〉
の
mm
態
に
於
て
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タ
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J

J

ノ

3
J
J
C
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u月
〈

絶
え
や
轄
φ
移
行
し
て
止
ま
ら
宇
と
見
る
は
多
少
行
過
ぎ
で
は
な
い
か
。

個
ム
干
の
資
本
家
又
は
企
業
家
に
於
け
る

資
本
形
成
を
封
象
と
す
る
考
察
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
理
論
の
精
密
を
期
す
る
を
得
る
で
あ
ら
う
が
、
経
梼
枇
合
会

間
の
立
場
よ
り
の
趨
勢
の
洞
察
は
却
で
困
難
を
加
へ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ム
。
精
搬
な
理
論
展
開
の
震
に
は
、

も
と
よ
り
綿
密
な
分
析
的
研
究
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
我
冷
の
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ

k
は
、
控
糟
一
枇

曾
金
躍
の
親
知
に
立
て
る
組
躍
的
考
察
の
決
し
て
等
閑
に
附
し
得
ら
れ
な
い
こ
と
で
め
る
。


